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West Japan Railway Company introduced an automatic ticket gate system into all the stations of Sanyo Shinkansen 

in February 2005. This system was based on the previous one which had been introduced into the stations of Tokaido 

Shinkansen. This introduction made it possible to observe all machines efficiently and easily, as a large amount of 

information could be exchanged with the network. 
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1. はじめに

西日本旅客鉄道株式会社（以下、JR西日本）では、在

来線に自動改札システムを平成 8年度から順次導入してい

るが、新幹線は開業当時から社員が改札を行ってきた。近

年、同業他社の新幹線では順次自動改札化が進み、新幹線

に限ると JR西日本だけが自動改札化されていない状況で

あった。

今年は、昭和 50年 3月に山陽新幹線の岡山～博多間が開

業（山陽新幹線新大阪～博多間全線開業、その後博多南線

が開業）して、 30周年という記念すべき年である。この記

念すべき年に JR西日本では、遅ればせながら、山陽新幹

線全駅（博多南含む）に自動改札システムを導入し、使用

開始した。

山陽新幹線はJR東海が運行する東海道新幹線と相互に

乗り入れており、お客様もその違いを意識していることは

ほとんどないと考えられる。したがって、できるだけお客

様に違和感なく自動改札システムをご利用いただけるよう

にするため、 JR西日本は、自動改札システムの機種選定

にあたり、東海道新幹線に導入されている自動改札システ

ムと同じ機種を選定することとした。

以下に、その概要について紹介する。

2. システムの概要

2. Iネットワーク構成

新幹線自動改札システムのネットワーク構成を図 lに示

す。
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図 1 新幹線自動改札システムネットワーク構成

各駅構内はLANにより駅務機器が接続されている。新

幹線改札機で発生する稼働保守データ等の保守系データは、

監視盤から社内ネットワークを通じて運用管理サーバに蓄

和され、本社に設置されている運用管理端末及び機械区等

に設樅されている保守管理端末からの操作によりデータを

確認することが出来る。また、 ODデータは監視盤から駅

POS端末経由で社内ネットワークを通じてODサーバに

蓄精され、本社、支社に設置されている情報提供端末から

の操作によりデータを確認することが出来る。

2.2機器構成

今回の新幹線自動改札システムで新設した機器の一覧を

表 1に示す。
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表 1 新設機器一覧

機種名 台数 設置箇所

新幹線改札機 103通路 全 19駅 30コーナ

改札機監視盤 25台 全 19駅 25コーナ

窓ロチェッカ 25台 全 19駅 25コーナ

窓ロチェッカ（在） 2台 西明石駅、姫路駅

運用管理サーバ l台 システムセンター

運用管理端末 1台 本社

保守管理端末 7台 機械区等

O Dサーバ 1台 システムセンター

乗継精算機 2台 西明石駅、姫路駅

係員操作ゲート 28台 全 19駅 28コーナ

在来線に自動改札システムが設置されている西明石駅と

姫路駅には、在来線窓ロチェッカと新幹線乗継精算機を設

置している。それらを設置した目的は、在来線から新幹線

に乗継ぐ際にオレンジカード、 SFカード‘‘Jスルーカー

ド”及び ICカード “ICO  CA"の処理を行うためであ

る。係員操作ゲー トは、有人改札口に設置し、非磁気化券

をお持ちのお客様や車椅子ご利用のお客様がご利用いただ

く際に、係員が操作卓のボタンを押下することにより開閉

するゲートである。

3. 主な新設機器の概要

3. 1新幹線改札機

新幹線改札機の外観を図 2に示す。

図2 新幹線自動改札機

新幹線改札機全 103通路の内訳は、入出両用 59通路、入

場専用 15通路、出場専用 29通路である。通路数が最大と

なるのは広島駅乗換口の 9通路、通路数が最小となるのは、

新下関駅本屋乗換口及び厚狭駅専用口の 1通路である。

主な特徴として、外観では、東海道新幹線に設置されて

いる改札機と比較して、券投入口上部の案内表示ディスプ

レイがないこと、筐体色が濃藍色であること、専用機の投

入口側のドアがないこと以外は、ほとんど変わらない。全

長 2100mm、幅 200mm、高さ 1020mmである。 ソフトも、基

本的には東海道新幹線のものを流用しており、一部山陽新

幹線オリジナル判定や乗換口での在来線改札機の判定が追

加された形となっている。

乗車券の最大投入枚数は新幹線専用口、在来線乗換口に

関わらず最大 4枚であり、一括同時投入及び逐次投入に対

応している。また、改札機入場時には、日時駅名を印字す

るほか、出場時には、途中下車時、列車遅延時にも必要な

情報を印字する。新神戸駅の 1号機集札は、神戸市内の特

殊制度（在来線接続駅ではないが、神戸市内着の乗車券で

在来線に乗り継ぐことができる）に対応するため、神戸市

内着の乗車券が投入された場合は、本来集札すべきではあ

るが、特別下車と印字して放出している。

3.2改札機監視盤

基本的には各駅各コーナに設置しているが、新幹線専用

ロと在来線乗換口が隣接する駅（新倉敷駅、新山口駅、厚

狭駅、新下関駅本屋口、博多駅東口）については、監視盤

1台で両コーナの新幹線改札機を監視している。

係員操作部はカラーのタッチパネルを採用し、監視盤 1

台で最大 16通路の新幹線改札機を接続し、電源入切、各種

設定変更を行うことができる。改札機監視盤の外観を図 3

に示す。

図3 改札機監視盤

3. 3窓ロチェッカ

在来線窓ロチェッカは、専用の操作部と券処理部及び制

御部で構成されているが、今回の新幹線自動改札システム

の検討にあたり、少しでも不要なハードを省略するため、

券処理部を改札機監視盤に接続する方式とした。したがっ

て、改札機監視盤は必ず窓ロチェッカ機能を有している。

監視盤にある窓口処理というボタンを押下することにより

窓ロチェッカ機能が利用可能となる。

機能としては、 SFカード等を取り扱わない以外は在来

線窓ロチェッカと同様で、磁気券のエンコード情報を読み

取り、表示し、入出場処理等ができる。

窓ロチェッカの外観を図 4に示す。
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図4 窓ロチェッカ

3. 4運用管理サーバ、運用管理端末、保守管理端末

運用管理端末及び保守管理端末は、専用のノートパソコ

ンに専用のソフトが搭載されているものである。

今回の新幹線自動改札システムの最大の特徴は、く2.l> 

項で紹介したように、ネットワークで全改札機が接続され、

ていることである。

運用管理サーバはJR西日本のシステムセンターに設樅

され、本社に設置している運用管理端末及び機械区等に設

臨している保守管理端末から操作を行う。保守管理端末で

は主に改札機で発生するデータを確認することができ、運

用管理端末では、保守管理端末の機能に加えて、改札機の

判定プログラムや運賃データ等を運用管理サーバから全改

札機に配信することができる。主な機能・業務を表 2に示

す。

表 2 運用管理サーバの主な機能・業務一覧

機能 ・業務 方向 管理端末

① 利用データ 改札機→ 保守、運用

出力 サーバ

② 稼慟保守データ 改札機→ 保守、運用

出力 サーバ

③ 異常データ 改札機→ 保守、運用

確認 サーバ

④ プログラム・データ サーバ→ 運用

配信 改札機

⑤ 判定バラメータ サーバ→ 運用

設定 改札機

⑥ 配信状況 改札機→ 保守、運用

確認 サーバ

⑦ バージョン情報 改札機→ 保守、運用

確認 サーバ

⑧ 設定データ 改札機→ 保守、運用

出力 サーバ

(I)利用データ出力

図 5に利用データ出力例を示す。
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利用データ出力例

利用データは 30分単位で集計された券種別の改札機通

過データである。前日分のデータが毎日定められた時間に

運用管理サーバに送信され苦和される。管理端末から、駅、

コーナ、日付を指定することにより、データを参照、出力

することができる。

(2)稼働保守データ出力

図 6に稼働保守データ出力例を示す。

図6
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稼働保守データ出力例

稼働保守データは、改札機の搬送部に実装されているソ

レノイド等の稼働値を巣計した稼働データと、判定アウト

になった回数や券詰まり回数等を集計した保守データで構

成されている。利用データ同様に前日分のデータが毎日定

められた時問に運用管理サーバヘ送信され菩積される。管

理端末から、駅、コーナ、期間を指定することにより、デ

ータを参照、出力することができる。期間指定の他に定期

点検毎のデータを出力することができる。定期点検時に係

員が検修作業したことを改札機で設定することによって検

修日が記憶され、例えば、検修 1回前から 2回前と指定す

るとその間の稼働保守データを参照することができるもの

である。これは、検修の前後で稼働保守データに変化が発

生するので、検修毎のデータを分析しやすくするためであ

る。また、あらかじめ運用管理端末から設定した基準値（し

きい値）を超えているデータは、稼働保守データを表示、

出力する時に色を変えて表示し、検修前に係員が確認する
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ことにより、その部分を璽点的に検修することができるよ

うにしている。稼拗データは搬送部が転配されることを想

定して、搬送部単位で引き継げるようになっている。

(3) 異常データ確認

異常データは改札機で発生 した判定アウトや機器異常等

のデータである。改札機で判定アウト等が発生するとリア

ルタイムで改札機監視盤を経由して運用管理サーバに蓄積

される。管理端末からは、駅、コーナ、号機、時間帯等を

指定することにより 、データを参照、出力することができ

る。駅でお客様とトラプル等が発生した場合や駅係員から

判定結果に対する問合せ等があった場合に、このデータを

参照することにより、どのような乗車券や特急券が投入さ

れ、結果、改札機がどのような判定を行ったかを、駅に出

向くことなく機械区等で判断できるため、非常に便利な機

能である。 図 7に異常データ出力例を示す。

関わるパラメータを運用管理サーバから各監視盤に配信す

ることができる。操作手順は、運用管理端末の画面から必

要なパラメータを設定し、 一旦運用管理サーパに登録し、

その後、各改札機監視盤に配信を行う。

判定パラメータのうち不正判定に関わる項目は監視盤で

も設定することができるが、運用管理サーバで全駅一斉に

変更することができる。

(6) 配信状況確認

判定プログラムや判定パラメータ等が各監視盤に正しく

配信されたかどうかを確認することができる。
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異常データ出力例

(4) プログラム・データ配信

改札機の判定プログラムや駅名データ等を運用管理サー

バから各監視盤に配信することができる。操作手順は、メ

ーカがあらかじめ準備したCD-ROMを運用管理端末に

セットし、 CD-ROMに記録されたプログラムやデータ

等を一旦運用管理サーバに登録し、その後、各監視盤に配

信を行う。この段階では監視盤までしか配信されていない

が、改札機の鼈源が切入された段階で、改札機までプログ

ラムやデータ等が配信される。

在来線自動改札機では、判定プログラムの変更等が発生

した時には、全駅に作業員が出向いて作業する必要があっ

たため、多くの時間と費用がかかっていたが、今回の新幹

線自動改札システムでは、運用管理サーバから簡単に改札

機に配信できるようにしたため、在来線のような時間と喪

用は不要となる。

(5)判定パラメータ設定

入出場サイクルチェック実施の有無等、改札機の判定に
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(7)バージョン情報確認

運用管理サーバの判定プログラムバージョン等が不一致

になっている改札機がある駅を表示することができる。

(8) 設定データ出力

判定パラメータ等運用管理サーバから設定し配信した結

果を確認するために、その内容を画面に表示し、データを

出力することができる。

4. 稼働状況

平成 17年 2月 18日の新岩国駅を皮切りに順次使用開始

し、同月 27日の広島駅、博多駅、博多南駅の使用開始で、

全 19駅の新幹線自動改札システムが完成した。 3月 1日か

らは、出場時に入場時の情報を確認するサイクルチェック

判定を開始した。

新幹線改札機導入前、在来線・新幹線乗換口では、新幹

線の特急券のみを駅係員が確認していたため、使用開始当

初は、新幹線改札機に不恨れなお客様が特急券のみを新幹

線改札機に投入するなど、多少の混乱が見られたが、徐々

にお客様も新幹線改札機に慣れ、スムーズに通過できるよ

うになってきている。しかし、在来線改札機と異なり、乗

車券や特急券の種類も多く、それらの組合せが複雑であり、

新幹線そのものに不慣れなお客様も多いことから、G W等

の多客期や大きな駅では、駅係員が拡声器で案内するなど

の対応を行っている。また、一部きっぶで判定処理を誤る

など、いろいろな問題が発生し、何度か緊急改修を実施し

てきたが、最近では、概ね順調に稼慟している。

5.おわりに

今回の新幹線自動改札システム導入にあたっては、投資

決定から使用開始まで通常より短い期間であったにも関わ

らず、関係各社の協力を得て無事当初予定していたスケジ

ュール通りに使用開始する ことができた。現在は、磁気券

のみの利用となっているが、今後は、 ICカード “rco
CA"を用いたサービスについても検討を進めていきたい

と考えている。
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